
　通常のGC/MS（ガスクロマトグラフ/質量分析計）では、

液体試料しか分析できません。固体（プラスチック）やガス

体試料（VOC）を分析するには、一日がかりでそれ用の専

用付属品を設置しなければなりません。この装置の発明

によって設置時間ゼロで、固体・液体及びガス体試料が分

析可能となりました。　

　通常のGC/MSでは、小型の注射器が試料導入に使わ

れておりますが、その注射筒部分に超小型化したキュー

リーポイント型熱分解装置（CP-Py）を組み込むことで熱

分解分析が可能となりました。その後、ガス体試料分析用

の付属品を開発し、ガス試料分析できるように用途拡大

をはかることができました。

　この発明による試料導入法について、あらましを説明します。

（1）固体・液体試料（ゴム、プラスチック）

この装置では、瞬間的に600℃で熱分解できる

CP-Py法により瞬時に固体試料の定性・定量分析が

可能となりました。

（2）ガス体試料（VOC、揮発しやすい有機化合物）

大気中のVOCは、低濃度過ぎるためVOCを吸着剤に

一旦捕集することで濃縮化をはかった後、CP-Pyで

VOCを熱脱着させGC/MSにVOCを導入することが

できます。
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